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元
暁

著
述
の

『
両
巻
無
量
寿
経
宗
要
』

と

『
阿

弥

陀

経

疏
』
を

中

心

に

し

て
、

元
暁

の
浄
土
思
想
に
お
け

る

〈生
因
説
〉
、
す

な
わ
ち
、
浄
土

に
往

生
す

る
が
た
め

の
因

の
定
義
を
ど
の
よ
う

に
下

し
た
か
と
い
う

こ
と
を
窮

つ
て
み
た

い
と
思

う
。

元
暁
は
、
往

生
因
を
正
因

と
助
因

と
に
分
け
て

述

べ

て

い
る
。

正
因

と

は

(
1
)

〈
発
菩
提

心
〉

で
あ
り
、
助
因

は

「多
種
」

あ
れ
ど
、

そ

の
中
で
も
特

に

〈十

念

〉
を
取

り
あ
げ

て
い
る
。

彼
は
先

ず
、
「
『
観
経
』
で
は

〈十
六
観
〉
、
『
往

生
論

』
で
は

〈五
門
行
〉
を
、

(
2
)

そ
し
て

『
大
経
』

で
は

〈三
輩
因
〉

を
以
て
」
往

生
因
と
し
て
る

こ
と
を
指
摘

し
な
が
ら
、
特

に

『
大
経
』
に
お
け
る

〈
三
輩

〉
を

そ

の
ま

ま
引

用

し

て

い

る
。

三
輩

と
は
、
上
輩

・
中
輩

・
下
輩

で
あ

る
が
、

下
輩
に
就
き
、
不
定
種
性

人

と
菩
薩

種
性
人
と
に
分
け

て
述

べ
て
い
る
。

元
暁

は
さ
ら

に
、
正
因
と
助
因

に

つ
い
て
詳

し
く
述

べ
て
い
る
。

ま
ず
菩
提

心

に
つ
い
て
は
、

(
3
)

不
レ
顧
二
世
問
富
楽
、

及
与

二
乗
浬
盤
会

一
向
志
コ
願
三
身
菩
提

幻

と
定
義
し

て
い
る
。

(
4
)

発
菩
提

心
に
は

〈随
事
発
心
〉

と

〈順

理
発
心
〉
と

の
二
つ
が
あ
る
。

こ
れ

は
、

曇
轡

が
彼

の

『
論
註
』
で
述

べ
て

い
る
よ
う
な

〈遠
離
三
種
菩
提
門
〉

と

(
5

)

〈
随
順
三
種
菩
提
門
〉
と
の
二

つ
に
分
け

て

い
る

の
と
は
少
し
そ

の
義

を
異

に

し
て

い
る

と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、

そ
の
思
想
を
さ
ら

に
発
展
さ

せ
た
と
見

て

良

い
と
思
う
も

の
で
あ
る
。

随
事
発

心
と
は
、
無
数

の
煩
悩
を
断
じ
、
無
量

の
善
法

を
修

し
、
無

辺
の
衆

(
6
)

生
を
度

せ
ん
と
の
三
事

を
願
ず

る
こ
と
で
あ
る
。
元

暁

は

な

お
、

「煩
悩

を
断

ず

る
は
如
来

の
断
徳

正
因

で
あ
り
、

善
法
を
修
す

る
は
智
徳

正
因

で
あ
り
、
衆

生
を
度
す

る
は
恩
徳

正
因

で
あ

る
。

こ
の
三
徳
本

を
合
し

て
無
上

の
菩

提
と
な

す
。

す

な
わ
ち

こ
れ
、

三
心
で
あ
り
、

総
じ
て
無

上
菩

提

の
因

と
な
す
」

と
補

足

し
て
い
る
。

次

に

〈
順
理
発
心
〉
と
は
、

「諸
法
は
幻
夢

の
如
く
、

有

に
非
ず
無
に
非
ず
、

(
8

)

言
慮

を
離
絶
す
る
を
信
解
し
、

そ
の
信
解

に
依
り

て
広
大

心
を
発
す
」

こ
と

で

あ
る
。

「
煩
悩

・
善
法
有

る
を
見
ず
と
い
え
ど
も
、
断

じ
、
修
す

べ
き

こ
と
を
擾

無

せ
ず
。

是

の
故

に
、
悉
く
断
じ
、
修

す

こ
と
を
願
ず

る
と

い

え

ど
も
、

(
こ

れ

は

『
大
経
』

に
云
う
)
無
願
三
昧
に
違

わ
ず
。

無
量
有
情

を
皆
度

せ
ん
こ
と

を
願
ず
る

と
い
え

ど
も
、

能
度

・
所
度
が
存
せ
ぬ
故

に
、
能

く
空

・
無
相

(
三

(
9
)

昧
)

に
随
順
す

る
」

の
で
あ
り
、

「
是
の
如
く
無
量
衆

生
を
滅

度

す

れ

ど
、
実

(
10
)

に
衆
生
、

滅
度
得

る
者
な
く
」
と
締
め
く
く

つ
て
い
る
。

元
暁

は
な
お
、

「随

事
発
心
は
可
退
義

の
不
定
種
性

人
が
能

く

発

し
得
、

順

(
11

)

理

発
心
は
無

退
転

の
菩
薩
種
性
人
が
能
く
発
し
得

る
」

発
心

で
あ
る
と
云

い
、

こ
の
発

心
を
高
く
評

価
し
て
、
「
是

の
如
き
発
心

の
功
徳
は

無
辺

で

あ

る
。

た

と
え
、
諸

仏
が
窮
劫

に
彼
の
も
ろ
も
ろ

の
功
徳
を
演
説
す
る

と
い
え
ど
も
、

な

(
12

)

お
尽
す
こ
と
能
わ
ず
」

と
述

べ
て
い
る
。

曇
鷺

の

『
論
註
』
で
は
、
礼
拝
門
、

讃
歎
門
、

作
願
門
、

観
察
門
、

廻
向
門

の
五
念
門
を
行
ず
る
を
以
て
往

生
因

と
す

る
。
そ

の
中

で
廻
向
門

は

『
大
経
』

の
三
輩
衆
生

の
中
に
説
く
と

こ
ろ
の
無

上
菩
提
心
を
云
う

の
で
あ

る
。

三
輩
生
中
、

錐
三
行
有
二
優
劣
、

莫
レ不
三
皆
発
二
無

上
菩
提

心
、
此

無

上
菩

提
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心
、

即
是
願
レ
作
レ
仏
心
、
願
レ
作
レ
仏

心
即
是
度
二
衆

生
一心
、

度
二
衆
生
一
心
即

摂

司
取
衆
生
、
生
二
有
レ
仏
国

土
一
心
。
是
故
願
レ
生
二
彼
安
楽
浄
土

一者
、
要

発
二

(
18
)

無

上
菩
提
心
一也
。

五
念
門

の
中
で
、
礼
拝
門
、

讃
歎
門
、

作
願
門
、

観
察
門
を
助
因

と
し

て
い

る
。菩

提
心
正
因

説
は
、
元
暁

以
前

の
浄

土
教
学
者
に

共
通
す

る
流

れ

で
あ

る

が
、

特
に
元
暁

に
お

い
て
は
発
菩
提

心
の
説

明
を

〈随

事

・
順
理
〉

の
二
つ
に

分
け
て
行

つ
た
こ
と
と
、
『
無
量
寿
経

』
に
拠
点

を
置

い
て
い
る

こ

と
が

注
目

す

べ
き
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

元

暁
は
次
に
助
因

に
つ
い
て
述

べ

て

い

る

が
、
殊

に
、

〈下
輩

の
十
念
〉
に

っ
い
て
詳
細
に
述

べ
て
い
る
。
下
輩

の
十
念

に
は
二
義

が
あ

る
。
隠
密

の
十
念

と
顕

了
の
十
念

が
そ
れ
で
あ

る
。

(
14
)

隠
密
の
十
念
と
は
、
第
三
純
浄
土
の
果
を
望
む
こ
と
で
あ
り
、
『弥
勒
発
問

(
15
)
経

』

に
説
く
十
念
で
あ
る
。

爾
時
弥
勒
菩
薩
白
レ
仏
言
、
如
二
仏
所
説

一阿
弥
陀
仏
功
徳
利
益
、
若
能
十
念
相

続
不
レ
断
念
ご
彼
仏

一者
、

即
得
二
往

生
、
当
レ
云
二
何
念
、

仏
言
、

非
二
凡
夫
念
、

非
二
不
善
念
、
非

二雑
結
使
念
幻
具
ハ訓
足
如
レ
是
念

輔
即
得
レ
往
訓
生
安
養
国
土
殉

(
16
)

凡
有
十
念
、
何
等
為
十
。

と
云
い
、
そ
の
十
念
と
は
、
一
、
常
に
慈
心
を
生
し
、
二
、
深
く
悲
心
を
起

し
、
三
、
護
法
心
を
発
し
、
四
、
決
定
心
を
生
し
、
五
、
深
き
心
が
清
浄
で
あ

り
、
六
、

一
切
種
智
心
を
発
し
、
七
、
尊
重
心
を
起
し
、
八
、
味
著
心
を
生
せ

(
17
)

ず
、

九
、

深
く
種
種
善
根
因

縁
を
起

し
、

十
、

正
念
観
仏
す
る

こ
と
で
あ
る
と

説

い
て

い
る
。

こ
の
十
念

は
凡
夫
の
十
念

で
は
な
く
、

初
地
以
上
菩
薩

の
能

く

旦
ハ足
す

べ
き
十
念

で
あ

る
。

(
18
)

次
に
顕
了
の
十
念
と
は
、
第
四
相
対
の
浄
土
を
望
む
こ
と
を
云
う
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
正
定
聚
の
み
住
す
る
浄
土
を
望
む
因
で
あ
り
、
『観
経
』
に

云
う
下
品
下
生
の
十
念
で
あ
り
、
口
称
念
仏
で
あ
る
。
至
誠
心
を
以
て
無
量
寿

(
19
)

仏
を

口
称
し
、

『
略
論
安
楽
浄
土
義

』
の

〈渡
河
著
脱
〉

の
響
喩

の
如

く
十

念

相
続
す
る

こ
と

で
あ
る
。

元
暁
は
さ
ら

に
、
『
観
経
』

の
十
念

は
顕
了

の
み
の
十
念

で
あ

り
、
『
大
経
』

の
云
う
十
念

は
隠

密

・
顕

了
を
具
ハ
足
し
た
十
念

で
あ

る
と
述

べ
て

い
る
。

こ
の
隠
密

・
顕

了
の
十
念

は
、
曇
黛
、

導
紳

が
唱

え
た
十
念

を
さ
ら
に
具
ハ
体

的
に
し
た
十
念
観

で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

元
暁

は
、
菩
提

心
正
因
を
強
調
し
て

い
る
の
は
確

か
で
あ
る
が
、
自

力
往
生

を
論
じ

て
は
い
な

い
。
む
し
ろ
他
力
本
願
を
強

調
し
て
お
り
、

そ
れ
は
次

の

一

句

で
全

て
を
あ

ら
わ
に
し
て
い
る
。

非
下
直
能
感

二
正
報
荘
厳
、

亦
得
中
其
依
報
浄

土
加

但
承
二
如

来

本
願

力

一故
、

(
20
)

随
感
受
用
、

非

三
自
業
因
力
之
所
二
成
弁

鱒

ま

た
こ
の

一
句

が
、

元
暁
の
浄
土
思
想
を
真
向
か
ら
支
え

て
い
る
真
面
目

で

あ
ろ
う
。

1
 
浄

全

(
浄
土
宗
全
書
、
以
下
同
)

五
、

83
上
。

2

浄
全
五
、

82
。
3

浄
全

五
、

82
下
。

4

前
に
同

じ
。

5

真

宗
聖
教
全
書
巻

一
、
三

四
○
。

6

浄
全

五
、

82
下
。

7

前

に
同

じ
。
8

浄
全
五
、

83

上
。
9

前
に

同

じ
。

m

前

に
同
じ
。

11

前
に
同
じ
。

犯

前
に
同

じ
。
13

真
宗
聖

教
全
書
巻

一
、
三
三
九
。

14

浄
土
を
四
重
相
対
し
、

そ
の
中

で
、
地
上
菩

薩

が
所
居

す
る
第
三
純
浄
土
を

い
う
。

浄
全
五
、

76
-

77
下
下
参
照
。

15

現
存

せ
ず
。

16

浄
全
五
、

83
上
-

下
。

17

浄
全
五
、

83
下
。

18

註
14

と
同

じ
く
、

正
定
聚

が
所
居
す

る
第
四
浄
土

で
あ
る
。

浄
全

五
、
77
下
-

78

上
参
照
。

19

浄
全
五
、

84
上
。

20

浄

全
五
、

83
上
。
(
東
京
大
学
大
学
院
)
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一
二
九
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